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1，971戸・人口 男 3，902女 4，034計 7，936(昭和59年12月 1日現在)

出生男 3女 2計 5・死t男 2女 2計 4・転入男 13女 10計23・転出男 7女 11計18(昭和59年 11月中)

広報かつうら 1月号 =175・昭和60年 1月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511 (代)

今
年
は
丑
年
、
あ
な
た
は
牛
と
い
う
と
、
ど

ん
な
連
想
を
し
ま
す
か
。
の
ん
び
り
、
の
っ
そ

り
、
そ
れ
と
も
厚
い
ビ
フ
テ
キ
、
牛
肉
の
貿
易

自
由
化
問
題
、
と
さ
ま
さ
ま
で
し
ょ
う
。

牛
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
三
千
年
ご
ろ
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
で
耕
作
技
術
と
し

て
、
く
わ
に
変
っ
て
登
場
し
た
も
の
で
、
農
業

の
ほ
か
交
通
、
運
搬
な
ど
に
も
牛
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
十
七

1
十
八
世
紀
に
な
っ
て

蒸
気
機
関
が
発
明
・
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
の
長

い
問
、
牛
は
わ
た
し
た
ち
人
間
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
動
物
で
し
た
。

と
は
い
え
、
最
近
で
は
す
っ
か
り
耕
う
ん
機

や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
、
そ
の
座
を
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
今
年
の
丑
年
、
モ
ウ
烈
に
生
き
る
も

す
う

よ
し
、
の
ん
び
り
と
人
生
を
反
甥
し
な
が
ら
生

き
る
も
よ
し
、
と
も
か
く
も
角
を
つ
き
合
わ
さ

ず
に
仲
よ
く
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
年
一
年
間
の
勝
浦
町
民
一
人
ひ
と
り
の
ご

活
躍
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

MUS04
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あけましておめでとうございます
昭和六十年元旦
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第� 175号 1;込 イ〉 つ ら 昭和� 60年� 1月� 1日� (2) 

年
頭
の
あ
い
さ
つ


勝

浦

町

長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
清
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
九
月
八
日
、
待
望
の
生

比
奈
小
学
校
が
完
成
し
、
町
内
外

関
係
者
各
位
多
数
の
ご
参
会
の
も

と
に
、
盛
大
に
落
成
式
を
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ひ

と
、
え
に
町
議
会
を
は
じ
め
生
比
奈

小
学
校
改
築
記
念
事
業
協
賛
会
会

員
の
皆
き
ん
、
工
事
関
係
者
各
位

の
絶
大
な
る
ご
支
援
こ
協
力
の
賜

物
と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り

宇
主 
7
。

夫

こ
の
生
比
奈
小
学
校
の
落
成
に

よ
っ
て
、
町
内
一
中
学
三
小
学
校

の
す
べ
て
が
鉄
筋
化
し
、

一
応
の

施
設
整
備
が
終
了
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
内
容
設
備
の
充
実

に
努
め
て
ゆ
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
本
年
度
の
重
点
施
策
の
一

つ
と
し
て
と
り
上
げ
て
い
ま
す
新

農
業
構
造
改
善
事
業
及
ぴ
農
村
地

域
定
住
促
進
対
策
事
業
に
よ
る
坂

本

・
棚
野
・
中
角

・
山
西
各
地
区

の
多
白
的
集
会
所
の
建
築
も
、
新

春
三
月
に
は
す
べ
て
落
成
す
る
運

び
と
な
っ
て
お
り
、
各
地
域
に
お

け
る
集
会
、
研
修
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
日
が
目
前
に

迫
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
継
続
葦
市阜
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
を
は
じ
め
地
域
改

善
特
別
対
策
事
業
、
辺
地
対
策
事

業
な
ど
一
連
の
国

・
県
の
補
助
事

未
来
を
築
〈
|
|
ぞ
れ
は
い
つ
の
時
代
も
青
年
の
役
割
で
す
。

業
に
つ
き
ま
し
で
も
、
国
の
厳
し

家
庭
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
な
ど
青
年
を
取
り
巻
く
か
社
会
。
は
さ

い
財
政
事
情
の
も
と
で
は
あ
り
ま

ま
ざ
ま
で
す
が
、
青
年
が
自
ら
の
意
思
、
判
断
、
活
動
に
よ
っ
て
積
極
的

す
が
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
協

に
社
会
参
加
を
進
め
て
い
く
ニ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

力
を
得
て
、
土
地
基
盤
及
び
生
活

昭
和
六
十
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際
青
年
年
。

環
境
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
ゆ
き

「
参
加

・
開
発
・
平
和
」
と
い
う
テ 

マ
の
も
と
に
青
年
が
社
会
参
加

た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
ま
た
自
分
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
ど
の
よ
う

ま
た
、 

2

町
内
で
の
働
き
場
所
を

に
取
り
く
む
べ
き
か
|
|
国
際
青
年
年
へ
の
青
年
の
主
体
的
、
積
極
的
な

確
保
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
工
場
誘
致
に

参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
で
も
、
昨
年
八
月
伊
藤

存
在
す
る
一
方
、
世
界
の
青
年
人

電
子
工
業
が
町
内
移
転
に
よ
っ
て

怠
世
」
国
際
青
年
年
な
の
か
¥
一

口
は
一
九
七
五
年
か
ら
二 
0
0
0

拡
充
整
備
さ
れ
、
従
業
員
六
十
名

年
ま
で
に
、
七
億
三
千
八
百
万
人

余
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
引
き

世
界
に
は
、
食
糧
を
は
じ
め
エ

か
ら
十
一
億
八
千
万
人
に
増
加
す

続
き
中
野
鉄
工
か
ら
も
昨
年
十
二

ネ
ル
ギ
ー
、
人
口
な
ど
の
問
題
が 

る
と
推
定
さ
れ
、
こ
う
し
た
青
年

月
五
日
沼
江
地
区
へ
の
移
転
拡
充

人
口
の
増
加
が
、
経
済
や
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
青
年
に
影
響
を

計
画
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

及
ほ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

用
地
の
確
保
と
合
わ
せ
て
関
係
各

位
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
は
、
将

ぜ
ひ
と
も
町
内
男
子
包
雇
用
拡
大

来
を
担
う
若
さ
と
行
動
力
あ
ふ
れ

を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

る
青
年
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
国
連
が
「
国
際
青
年
年
」
を

す。
一
方
、
町
内
の
道
路
整
備
に
つ

設
定
し
た
背
景
に
は
、
青
年
の
果

き
ま
し
て
は
、
坂
本
バ
イ
パ
ス
が

地
元
関
係
者
各
位
に
ご
協
力
を
お

Z 

り
国
際
青
年
年
事
業
を
推
進
し
て

た
す
予
」
う
し
た
役
割
の
重
要
性
を

地
元
関
係
者
の
ご
協
力
の
も
と
に
、

世
界
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
い
、


用
地
買
収
を
進
め
て
お
り
、
ぜ
ひ

ま
た
、
青
年
自
身
に
理
解
と
自
覚


と
も
新
年
度
に
は
着
工
に
こ
ぎ
つ

を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。


け
た
い
と
努
力
を
続
け
て
い
る
と

推

進

方

法

は


こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
中
山
バ


イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は

一
部
用

園
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
民


地
の
定
行
取
得
及
び
着
工
、
沼
江


バ
イ
パ
ス
は
改
良
計
画
策
定
の
た

間
関
係
団
体
で
は
、
連
携
を
と
り

つ
つ
、
青
年
の
社
会
へ
の
参
加
や

め
の
実
施
測
量
が
で
き
ま
す
よ
う

理
解
を
求
め
な
が
ら
、
次
の
と
お

願
い
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

Z 

い
く
予
定
で
す
。

重体倖
E 

Z い� γマ� 
γ 、戸トー� 
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合年は

し
て
、
ま
た
社
会
の

一
員
と
し
て

判
断

・
決
定
す
る
機
会
を
確
保
す

ア
匂
ニ
ト
」

「
開
発
」
と
は
、
青
年
が
自
ら

の
人
格
的
成
長
を
は
ぐ
く
み
、
個

人
の
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
や
固
め
発
展
に
貢
献
す
る
こ

てコ つ ら込ヌう昭和60年 1月 1日(3) 第175号

こ
う
し
た
県
道
整
備
と
併
行
し

て
町
道

・
農
林
道
な
ど
の
道
路
交

通
網
の
盤
備
は
町
の
活
性
化
の
た

め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
施
策
で
あ
り
、
私
も
町
長
就
任

以
来
、
最
重
点
施
策
の

一
つ
に
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
い
ま
国
で
は
実
に

百
二
十
二
兆
円
と
い
う
膨
大
な
借

金
を
抱
え
、
毎
年
の
予
算
編
成
で

は
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
の
補
助
事

業
の
導
入
は
極
め
て
困
難
な
事
態

に
立
ち
至
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ


明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
村
合
併
三
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
輝
か
し
き
年
頭
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
・
申
し

上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
誕
生
以
来
三
十
年
、
町

執
行
機
関
は
も
と
よ
り
、
議
会
に

お
き
ま
し
で
も
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
願
っ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
新
し
き
年
昭
和
六
十
年
も
、

国
内
外
共
に
非
常
に
き
び
し
く
、

本
町
の
財
政
も
依
然
と
し
て
楽
観

を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

¥......，
膏

年

へ

、、

こ
の
よ
う
に
難
関
を
乗
り
越
え

た し 幸 町 の た新り加行日お周
してを民一輝いし返のしにり年
ま、心の端かといりも、かまの
す年か皆をし考町、と町けす記
。頭らさ 申いえづ 二 に民て。念
のおんし年てく十 三 皆こ来す
ご祈の述頭おり ー 十きのるべ
ありごべにりの世年ん記 三 き
い申健る当ま第紀の多念月年
さし康とたす ー へ歩数行 二 を
つ上ととり。歩向みの事日迎
と(t'ごも戸庁 にけをごを、え
いま多に信 して振参挙 三 て

テ
ー
マ
は

「
参
加
・
開
発
・
平
和
」

「参
加
」
と
は
、
背一
年
が
個
人
と

国際
 
間
関
係
団
体
も
青
年
の
自
主
的
な

活
動
に
援
助
を
行
い
、
そ
の
活
動

が
社
会
の
評
価
と
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
挙
町

態
勢
と
い
い
ま
す
か
、
地
元
の
受

け
入
れ
態
勢
、
受
け
皿
‘
っ
く
り
に

す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
う

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
き
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
国
地
方

を
通
じ
る
厳
し
い
行
財
政
の
現
実

に
十
分
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
相

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。

町
村
合
併
三
十

議� 
A
Q

A一 

1985 


時
あ
た
か
も

議

員

折
部
健
一
郎

宮

本

政

明

河

野

チ

ヅ

岡

本

富

治

押

栗

義

雄

若

木

肇

阿

重

夫

西

演

勝

己

平

阿

武

瀧
口
良
一

中

西

晴

美 

11" 

の

期

待

「
平
和
」
と
は
、
青
年
が
国
際

》」。

勝

浦

11 

町

" 


発の育つ V ま域取 V
に協年て青で、り青

こど会青ら向国身人
とを参年のけ際近ひ

さ 加 年 迎 、 レ な と

社
会
の
一
員
と
し
て
、
国
際
交
流

や
国
際
協
力
を
通
し
て
相
互
理
解

を
深
め
、
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
国
で

の
具
体
的
目
標
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
テ 

マ
を
踏
ま
、
ぇ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

ら、を解行べ問り
に国盛と動ル題が
幅際り参すのか

l

広杜上加る課ら自
〈 会げ にこ 題、 分
活へ、よえに地を

行カの国年目国巻年
つな社際自を、〈ー

こ
れ
ら
の
解
決
を
図
る
こ
と
は
、

私
た
ち
議
会
の
責
務
で
あ
り
最
大

""""" 


の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
努
力
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ん
の
格
別
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議

長

山

下

豊

喜

詩

副

議

長

山

本

美

芳

議

員

長

田

工 

わ
が
国
の
重
点
目
標

社

会

の

役

割 

V
社
会
の
多
く
の
人
々
が
、
国
際

に
支
援
、
協
力
す
る
こ
と
o 

4 3 2 1 
年国対科青青
の 際す学年年
相交る技のの
互流背術健社
理な年や康会
解どの 文 ・参
の を理化体加
促通解の力の
進じの発の促

た 浸展充進
背透 に 実

青
年
年
の
意
義
を
理
解
し
、
社
会

の
中
で
青
年
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
認
め
、
青
年
の
行
う
活
動

H11 11 11 

川
口

幸

一

v

中

西

啓

岡

本

栄

一

井

出

幸

夫 

園
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
民
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第 175号 カ込 六〉 つ ら 昭和 60年 1月 1日(4)

おめでと う成人
社会人としての責任を I 

60年勝浦町成人式 1月2日 

お
め
で
と
う
ニ
+
歳
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、

ま
た
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、

新
し
い
門
出
の
年
で
す
。

一
月
二
日
、
午
前
九
時
か
ら
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
成
人
式
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
成
人
式
」
は
大
人
に
な
っ
た

こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
意

義
深
い
式
で
す
。

成
人
式
の
真
の
意
義
を
理
解
し

て
、
簡
素
な
服
装
で
全
員
出
席
し

ま
し
ょ
う
。

昭
和
問
年
成
人
式
該
当
者
名
簿
一一一



〈
男
子
〉

青
木
良
樹

・
朝
桐
直
也
・
井
出
文
雄

池
谷
佳
久
・
犬
伏
副
雄
・
岩
城
和
志

上
野
昌
也

・
標

厚

司

・

遼

勝

宏

大
井
啓
司
・大
上
哲
司
・大
久
保
和
人

大
下
久
二

・
大
本
義
一

・
大
森
究
司

岡

広

之

・
岡
本
清
宮

・
尾
国
立
雄

海
川
好
史

・
柏
木
宏
史

・
金
津
山
忠
幸

神
谷
明
人

・
川
口
直
彦
・
神
取
秀
幸

神

原

繁

・
木
村
祐
之
・
念
越
修

幸
山
茂
・
坂
口
仁
志

・
笹
山
寿
治

佐
藤
栄
作

・
深
井
英
幸
・
鈴
本
充

勢
田
勝
俊

・
高
岡
栄
人
・
官
岡
田
知
己

武
田
満
智

・
竹
山
知
日
文
・
谷
口
勝
彦
�
 

一
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

こ
ん
な
場
合
は
こ
ん
な

手
続
き
が
必
要
で
す
。

-
二
十
歳
の
誕
生
日
が
き
た
ら
・

二
十
歳
に
な
っ
て
厚
生
年
金
や

他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
大
学
生
(
昼

間
部
)
の
方
は
任
意
で
加
入
で
き

ま
す
。

谷
口
英
幸

・
弦
本
誠
二

・
中
川
威
史

中
西
浩
信

・
長
岡
利
幸

・
新
居
宏
之

新
田
法
弘

・
野
神
芳
文

・
林
功
一
郎

原

昌

彦

・
日
浦
裕
宮
田

・
都

和

夫

樋
本
芳
雄

・
成
瀬
政
和

・
福

井

誠

福
田
健
司

・
福

良

毅

・
藤
本
一
則

星
ム
口
和
広

・
前
田
健
志

・
前
野
弘
文

松
浦
良
尚

・
松
下
博
之

・
松
下
善
美

松
鷹
秀
明

・
溝

内

靖

・
美
馬
俊
二

宮
崎
大
治

・
宮
本
政
彦

・
山
喜

浩

山
下
辰
男

・
山
本
文
良

・
横
尾
仁
史

〈
女
子
〉

背
木
智
恵
・赤
津
佳
代
・井
口
千
恵
美

泉
洋
子
・
今
岡
明
美

・
内
谷
美
智
�
 

合:


-
就
職
し
た
と
き
に
は
・

厚
生
年
金
な
ど
の
あ
る
会
社
に

就
職
し
た
と
き
は
、
市
役
所
、
町

村
役
場
の
国
民
年
金
課
の
窓
口
で

国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

大
久
保
真
理
・岡
本
美
紀
・奥
口
悦
子

尾
田
三
敬
・押
栗
加
恵
・柏
原
三
智
子

稼
勢
博
子
・神
子
真
由
美
・唐
渡
佳
子

北
野
一
由
器
売
・黒
田
市
長
子
久
米
一
美
凄
〆
�
 

幸
浦
ト
シ
エ
・小
林
君
子
・小
林
由
香
里

斉
藤
幸
子
・坂
脇
理
恵
・作
本
富
美
代

鈴

4
E
f葉
万
葉
・竹祉は県増大

立
体
扶
美
・谷
尻
美
千
代
・谷
脇
孝
子

玉
置
明
美

・
田
村
和
子

・
豊
岡
悦
子

中
田
賀
美
子
・中
田
直
美
・中
塚
君
江

中
西
敬
子
・中
西
初
美
・新
居
千
江
美

新
居
直
美

・
橋
谷
初
美

・
橋
本
和
代

橋
本
晴
美

・
林

仁

美

・
林

里

香

原

裕

子

・枇
本
小
百
合
・
成
井
佐
代

松
田
夏
代
・丸
山
幸
子
・
向
井
小
百
合

桃
本
実
香
・
山
野
美
穂
・
湯
浅
智
恵

湯
浅
祐
代

建製)
T

r
f
u
i
v

・

J
Y
¥N
J

i
 

一
心
配

、
サ
�
 
介一圃



11J

¥-

医里

-
結
婚
さ
れ
た
と
き
に
は
・

結
婚
さ
れ
て
住
所
や
氏
名
が
変

っ
た
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

一
緒
に
国
民
年
金
の
手
続
き
も
必

-
退
職
し
た
と
き
に
は
・

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
勤
め
先
を
、
六
十
歳
前

に
退
職
し
た
ら
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
く
だ
さ
い。

-
引
越
し
し
た
と
き
に
は
・

新
た
に
市
区
町
村
に
引
越
し
た

と
き
に
は
、
住
民
票
の
手
続
き
と

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
おめでとう成人
社会人としての責任を
60年勝浦町成人式1月2日
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戸内、

r¥ 

か
け
る
恒
例
の
徳
島

駅
伝
大
会
が
、
一
月

t 四
日
か
ら
六
日
ま
で

の
三
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。勝

浦
郡
か
ら
、
松

下
義
和
、
王
将
(
勝
浦

町
役
場
)
以
下
三
十

五
人
の
選
手
が
出
場

し
ま
す
。

今
回
は
、
一
ケ
タ

進
出
を
め
さ
し
、
九

月
か
ら
の
記
録
会
や

第 

回

徳
島
県
の
物
産
展
に
出
展

が
ん
ば
れ
ノ
.
勝
浦
選
手
団


雄
、
榎
公
博
、
紺
堂
和
子
(
以
上

勝
浦
中
学
校
)
、
高
木
雅
子 
(鳴
門

新
春
の
阿
波
路
を

祭
日
を
除
く 
)

・
受
付
時
間

午
前
九
時 

午
後
四
時
(
た

だ
し
、
十
二
日
の
土
曜
日
は
正

午
ま
で
)

-
受
付
場
所
と
定
員

横
瀬
保
育
所
(
定
員
百
二
十

、

人
)
、
生
比
奈
保
育
所
(
同
百
人 
)

沼
江
保
育
所
(
同
三
十
人
)
。

-
申
請
手
続
き

①
保
育
所
は
児
童
福
祉
法
に
よ

り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で

な
け
れ
ば
措
置
(
入
所
)
で
き

ま
せ
ん
。

②
入
所
申
請
書
は
家
族
吟
か
た


が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。


金
本
年
度
初
め
て
入
所
さ
れ
る

場
合
は
児
童
を
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
入
所

さ
れ
て
い
る
か
た
も
申
請
が

必
要
で
す
。 l

玄
向
)
。

校
教
諭
)
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

滝
豊

水
(
徳
島
通
運
。)

《候
補
選
手
》

主

将

松

下

義
和
(
勝
浦
町
役
場
)
、
森
本
守

(
福
井
建
具
)
、
押
菜
義
衛
(
中
野

鉄
工
)
、
中
村
孝
太
郎
(
県
青
果
連
)
、

高
田
宏
幸
(
大
西
商
居
)、
松
下
洋

(
自
営
)
、
長
岡
義
和
(眉
山
薬
口
山
、)

肥
田
隆
司
(
徳
島
大
学
)
、
谷
寛
樹

(
那
賀
川
製
作
所
)
、
大
石
圭
二
(
尽

誠
高
)
、
石
木
正
昭
(
富
岡
西
高
)
、

岩
城
文
夫
、
戸
田
裕
人
(
以
上
勝

浦
園
芸
高
)
、
猪
谷
友
之
、
遠
藤
久
、

駒
津
普
司
、
長
田
秀
樹
、
石
木
由

て
認
識
す
る
と
共
に
、
産
物
の
豊

富
な
本
町
に
も
、
深
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。 

強
化
合
宿
等
の
練
習
も
豊
富
で
、

特
に
一
般
選
手
の
強
化
が
順
調
に

進
み
、
十
分
上
位
進
出
も
期
待
で

き
る
チ
ー
ム
で
す
。

ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声

媛
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
に
、
選
手
団
に
選
ば
れ
た

町
内
の
候
補
選
手
を
ご
紹
介
し
ま

す
。団

長

桜
木
義
夫
(
郡
町
村
会

長)、l
副
団
長

大
久
保
常
雄
(
上

勝
町
長
)
、
高
木
宏
幸
(
農
業
)、

監
督コ 

中
村
善
弘
(
勝
浦
建
設
)
、

チ

松
村
茂
(
勝
浦
園
芸
高

新
春
に
向
け
て

強
化
に
励
む
選
手
団

(
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
)

入
場
客
で
連
日
大
盛
況

十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
の
六
日
間
、
徳
島
そ
ご
う

百
貨
庖
で
第
一
回
徳
島
県
の
物
産

展
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
、

こ
の
催
し
は
、
県
内
各
市
町
村

で
産
す
る
特
産
口
聞
を
展
示
・
即
売

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
県
民
に

郷
土
の
物
産
に
つ
い
て
の
認
識
と

理
解
を
深
め
、
県
内
外
へ
の
流
通

を
促
進
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
徳
島
県
の
主
催
で
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
徳
島
そ
ご
う 
8

階
大
催
し
会
場
に
は
、
観
光
案
内

所
コ
ー
ナ
ー 

市
町
村
特
産
品
コ

ー
ナ
ー
-
実
演 -
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
ほ
か
み
か
ん

・
す
だ
ち
・

し
い
た
け

・
キ
ウ
イ
な
ど
の
農
産

物
や
、
ポ
ン
酢
・
あ
ま
ち
ゃ
ず
る

茶
な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
人
達
は
、
身
近

で
素
朴
な
物
産
め
良
さ
を
新
た
め

申保�  
1 言車菩答
用語同

首存所
ム付入
百け所

昭
和
六
十
年
度
の
保
育
所
入
所

申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

-
受
付
期
日

一
月
十
日 
1
十
八
日 
(日
限
・

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第31徳島駅伝大会
がんばれ勝浦選手団

MUS04
テキストボックス
第1回徳島県の物産展に出店

MUS04
テキストボックス
保育所入所申請受付
1月10日～18日
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みんなでなくそう部落差別

私
が
生
ま
れ
た

の
は
、
徳
島
県
下

で
は
大
規
模
な
被

差
別
部
落
で
、
近

郊
の
人
は
そ
の
地

名
を
聞
け
ば
誰
で

も
知
っ
て
い
る
よ

う
な
町
で
し
た
。

幼
稚
園
の
頃
は
ほ

と
ん
ど
が
部
落
内

の
子
ど
も
で
、
差

別
な
ど
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

小

学
校
へ
入
学
し
て

か
ら
、
地
区
外
の

友
だ
ち
も
た
く
さ

ん
で
き
、
学
校
で

は
仲
よ
く
遊
び
ま

し
た
。
家
へ
帰
っ

て
か
ら
も
、
あ
ま
り
遠
く
ま
で
遊


び
に
行
く
こ
と
も
な
か
っ
た
せ
い


か
、
差
別
を
受
け
た
経
験
は
あ
り


ま
せ
ん
。


中
学
校
は
い
く
つ
か
の
小
学
校

か
ら
進
学
し
て
く
る
の
で
、
時
々

差
別
事
件
が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
も
父
親
の
時
代
の
よ
う
な
具

体
的
な
個
人
に
関
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
便
所
に
差
別
用

語
か
落
書
き
さ
れ
て
い
た
り
す
る

よ
う
な
陰
湿
な
も
の
で
し
た
。

中
学
校
一
年
の
時
に
、
ク
ラ
ス

の
男
の
子
が
学
校
へ
持
っ
て
く
る

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
腕
時
計

を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、

y

ま
だ
腕
時
計
な
ど
珍
ら
し
い
の
で

皆
が
借
り
て
代
る
代
る
つ
け
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
服
の
袖
口
か
ら

チ
ラ 

と
見
え
る
時
計
が
私
た
ち

に
急
に
大
人
に
な
っ
た
よ
う
な
錯

覚
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に

v

時
計
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
騒

ぎ
に
な
り
ま
し
た
が
、
放
課
後
ま

で
先
生
に
は
言
わ
ず
に
慢
す 

」と

に
し
ま
し
た
。

そ
の
日
、
私
は
腹
の
調
子
が
悪

く
て
、
大
便
所
に
入
っ
て
い
る
時
、

後
か
ら
来
た
級
友
の 

君
が
、
私

の
名
前
を
言
っ
て
「 

君
は
×

×
(
部
落
の
名
)
か
」
と
横
で
小
便

を
し
て
い
る
ら
し
い 

君
に
聞
き

ま
し
た
。
私
に
は
前
後
の
言
葉
は

聞
こ
え
ま
せ
ん
が
、
突
然
に
発
せ

ら
れ
た
そ
の
言
葉
の
裏
に
あ
る
意

味
を
直
感
し
ま
し
た
。
私
が
犯
人

と
し
て
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

い
の
ち
を
は
ば
む
も
の


奪
わ
れ
た
教
育

便
所
か
ら
出
る
と
、
廊
下
で 

君

に
追
い
つ
い
た
私
は
飛
び
か
か
っ

て
い
き
ま
し
た
。

彼
は
一
瞬
の
う
ち
に
、
事
態
を

覚
っ
て
ま
っ
育
な
顔
に
な
り
ま
し

た
。
止
め
に
入
っ
た
先
生
に
理
由

を
聞
か
れ
た
時
に
二
人
と
も
何
も

言
わ
な
か
っ
た
し
、

一
緒
に
便
所

に
行
っ
て
い
た 

君
も

「何
も
知

ら
な
い
」
と
い
っ
た
の
で
、
無
抵

抗
の
友
人
を
な
ぐ
っ
た
私
が
悪
者

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
、

時
品
川
は
隣
り
の
ク
ラ
ス
の
子
に
貸

し
て
い
た
の
で
し
た
。

君
が
私
に
対
し
て
卑
屈
な
態
度
を

と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

差
別
を
正
し
く
解
決
し
な
い
で
、

個
人
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
知

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、 

君

な
ど
を
手
下
に
し
て
、
い
っ
ぱ
し

の
ワ
ル
に
な
っ
た
つ
も
り
で
い
ろ

い
ろ
と
事
件
を
お
こ
す
問
題
児
に

な
り
、
二
年
ほ
ど
そ
ん
な
生
活
が

続
き
ま
し
た
。

中
学
三
年
に
な
っ
た
時
に
、

B

先
生
が
赴
任
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。


ど
こ
か
怖
い
所
の
あ
る
先
生
で
し


た
が
、
き
つ
く
ば
ら
ん
で
人
気
が


そ
の
後
A

A A

あ
り
ま
し
た
。
私
が
煙
草
を
喫
っ C

て
見
つ
か
っ
た
時
、
今
ま
で
の
先

生
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

本
気
な
様
子
で
叱
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
気
迫
に
は
反
抗
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

第
二
十
六
条

す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す

マ②。2
、
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
義

務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す
る
。

(
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利 
)
(
日
本
国
憲
法
)

二
人
き
り
で
じ
っ
く
り
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

先
生
自
身
が

被
差
別
部
落
の
出
身
で
、
苦
労
し

な
が
ら
師
範
学
校
を
出
た
こ
と
や
、

大
正
末
期
に
生
れ
た
先
生
の
時
代

に
は
学
校
で
も
露
骨
な
差
別
を
受

け
た
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
学
校

へ
来
な
く
な
っ
た
同
級
生
の
こ
と

な
ど
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
で
は
か
な
り
よ
く

な
っ
て
い
る
が
、
形
を
か
、
え
た
い

ろ
い
ろ
な
差
別
が
ま
だ
多
く
残
っ

て
お
り
、
私
の
よ
う
に
反
抗
的
に

な
っ
て
勉
強
し
な
い
の
も
、
ま
た

差
別
に
負
け
た
こ
と
な
ど
ま
る
で

小
き
な
弟
に
話
す
よ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
頃
ま
だ
部
落
か

ら
高
校
へ
進
羊
す
る
生
徒
は
数
、
え

る
ほ
ど
し
か
な
く
、
私
も
行
け
な

い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

数
年
前
か
ら
高
校
生
へ
の
同
和
奨

学
金
制
度
が
で
き
た
こ
と
を
教
、
え

て
く
れ
て
、
高
校
に
進
ん
で
、
将

来
被
差
別
部
落
の
た
め
に
働
く
よ

C

う
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃

に
は
父
親
も
や
っ
と
立
ち
直
り
、

毎
日
仕
事
に
出
か
け
る
よ
、
つ
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
高

校
へ
進
学
す
る
希
望
を
持
っ
て
勉

強
す
る
よ
、 
7
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
部
落
の
子
ど
も
も


八 

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
高
校
へ


進
学
し
て
い
ま
す
が
、
勉
強
す
る


環
境
も
部
落
外
に
比
べ
て
悪
く
、


進
学
校
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
普
通


科
高
校
へ
の
進
学
率
は
低
く
、
実


質
的
に
は
ま
だ
ま
だ
同
和
地
区
内


外
で
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。


ま
た
、
高
校
へ
進
学
し
て
も
、
昔


の
私
の
よ
う
に
差
別
に
負
け
て
勉


強
し
な
い
で
非
行
に
走
る
生
徒
や


無
気
力
な
高
校
生
や
中
退
者
も
い


る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を


見
す
ご
し
て
、
教
育
に
お
い
て
差


別
は
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い


と
思
い
ま
す
。


同
和
問
題
研
修
テ
キ
ス
ト

「
展
望
」
か
ら
掲
載

O
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税金と

私達

勝浦中学校� 3年

湯浅 み ゆ き

私
達
が
、
六
年
間
通
っ
た
小
学

校
を
今
年
新
し
く
建
て
た
。
今
ま

で
木
造
で
古
く
い
た
ん
で
ボ
ロ
ボ

ロ
だ
つ
れ
ん
校
舎
が
、
真
っ
白
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
大
き
く
変
身

し
た
の
を
見
る
と
、
い
っ
た
い
誰

が
こ
ん
な
大
き
な
た
て
も
の
に
使

う
お
金
を
だ
し
た
の
か
な
あ
と
不

思
議
に
思
い
母
に
聞
い
て
み
た
。

す
る
と
い
つ
も
、
ど
こ
に
行
く
の

か
行
方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
税
金

で
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

興
味
が
わ
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
私
だ
っ
て
あ
と
何
年

か
す
る
と
、
い
や
で
も
税
金
を
お

さ
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。

で
も
そ
う
な
る
前
に
も
っ
と
、
も

っ
と
私
達
と
税
金
の
つ
な
が
り
と

い
う
も
の
を
知
っ
て
い
な
く
て
は
�
 

な
ら
な
い
と
思
っ
て
、
学
校
で
く

れ
た
資
料
で
少
し
で
も
理
解
で
き

る
よ
う
に
と
読
ん
で
み
た
。

ま
ず
、
一
番
気
に
な
っ
た
自
分

達
の
最
も
身
近
に
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
四
月
に
な

る
と
あ
た
り
ま
え
の
よ
、
7
に
配
布

さ
れ
る
教
科
書
、
ワ
ー
ク
、
資
料

集
と
学
校
の
せ
つ
び
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
税
金
で
な
っ
て
い
る
の
だ
。

と
い
う
こ
と
を
読
ん
で
い
る
と
、

今
ま
で
考
、
え
て
い
た
税
金
と
い
う

も
の
へ
の
理
解
が
少
し
ず
つ
で
き

て
き
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
父
や
母
が
必

死
で
働
い
た
金
か
ら
税
金
と
し
て

持
っ
て
い
か
れ
る
の
は
く
や
し
か

っ
た
り
し
た
か
ら
、
税
金
の
な
い

世
の
中
に
な
れ
ば
い
い
、
な
ん
て

籍
だ
け
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
母
親
の
日
本
国
籍
も
取

得
し
て
、
二
重
国
籍
者
に
な
り
ま

す
。改

正
法
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重

国
籍
の
増
加
に
対
処
し
二
重
国
籍

の
防
止
ニ
解
消
を
図
る
た
め
、
国

籍
留
保
制
度
の
適
用
範
囲
を
拡
大

し
、
ま
た
、
新
た
に
国
籍
選
択
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

父
母
両
系
主
義
は
、
昭
和
六
十

年
一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
よ
り
前
に
生
ま
れ
た
子
に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
国

際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
の
子

で
、
改
正
法
施
行
の
日
に
二
十
歳

未
満
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

は
生
き
て
行
け
な
い
空
気
み
た
い

な
そ
ん
さ
い
な
ん
だ
な
あ
と
初
め

て
し
っ
た
。

私
も
、
安
定
し
た
世
の
中
が
い

つ
ま
で
も
つ
づ
く
よ
う
近
い
将
来
、

税
金
を
お
さ
め
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
す
す
ん
で
お
さ
め
れ
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

一
定
の
条
件
の
下
で
、
施
行
後
三

年
間
に
限
り
法
務
大
臣
に
届
け
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
結
婚
を
し
た
人
の
氏
の

変
更

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
婚


し
た
日
本
人
の
氏
が
変
ら
な
い
の


は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
改


正
法
は
、
そ
の
人
か
希
望
す
る
と


き
は
、
結
婚
の
日
か
ら
六
か
月
以


内
に
市
町
村
長
に
届
出
歩
す
る
こ


と
に
よ
っ
て
外
国
人
配
偶
者
と
同


じ
氏
を
名
の
る
こ
と
が
で
き
る
こ


と
に
な
り
ま
し
た
。


帰
化
条
件
、
そ
の
他
の
改
正

詳
し
い
こ
と
は
、
管
島
市
徳
島

町
城
の
内
徳
島
地
方
法
務
局
戸

籍
課
(
電
話
�
 八
八
六
|一

一一
一

四
一
七
こ
又
は
、
最
寄
り
の
当

庁
支
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

4
U
 

O

l

国
籍
法
及
び
戸
籍
法
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
主
な
改

は
、
こ
れ
ま
で
は
父
親
の
韓
国
国

正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

父
母
両
系
主
義
の
採
用

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
生

ま
れ
た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
け

れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
な
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昭
和
六
十

年
一
月
一
日
か
ら
は
、
生
ま
れ
た

時
に
父
母
の
一
方
が
日
本
人
で
あ

れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
な
り

ま
す
。

二
重
国
籍
の
防
止
・
解
消

父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
と

二
重
国
籍
に
な
る
子
が
多
く
な
り

ま
す
。
例
え
は
、
韓
国
人
夫
、
日

本
人
妻
の
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
子

思
っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
、
も
し

税
金
が
な
か

っ
た
ら
私
達
は
、
学

校
の
こ
と
も
自
分
達
で
払
わ
な
く

カ
ス
が
も
れ
て
爆
は
つ
し
た
り
す

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
寝
て
な

ん
か
い
ら
れ
な
く
な
る
し
、
少
し

て
は
い
け
な
い
し
、
一
番
こ
ま
る

の
は
、
今
ま
で
あ
る
か
ら
安
心
し

て
い
た
箸
察
や
消
防
な
ど
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
病
院
の
保

け
ん
が
き
か
な
く
な
れ
ば
、
夜
な

け
が
し
て
も
病
院
は
お
金
が
高
い

か
ら
:
・
と
言
っ
て
ほ
う
っ
て
お
い

た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
死
者

が
ふ
え
る
こ
と
に
な
る
な
あ
。
な

ん
て
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
税

ん
か
い
つ
ド
ロ
ボ
ウ
が
入
っ
た
り
、
�
 
金
と
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

国
籍
法
・
戸
籍
法
の
改
正
に
つ
い
て

徳
島
地
方
法
務
局

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文
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囲
内

・
国
外
か
ら
集
め
た
、
珍

チョウ生活10年

広げた羽根ガ数万点

ア
ン
フ
リ
サ
ス
キ
シ
タ

ア
ゲ

ハ 

(イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ジ
ャ

ワ
島
)

こ
協
力
く
だ
さ
い
。

-
一
九
八
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス

農
林
水
産
省
で
は
、
右
の
調

査
を
昭
和
六
十
年
二
月
一
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

こ
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農

業
に
つ
い
て
最
も
基
本
的
な
こ

と
が
ら
を
調
査
し
、
し
か
も
、

大
変
大
が
か
り
な
調
査
で
あ
る

こ
と
か
ら
燦
業
の
国
勢
調
査
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
は
、

二
月
の

初
め
ご
ろ
に
、
調
査
員
が
す
べ

て
の
農
家
に
伺
い
ま
す
。

間
違
い
の
な
い
行
政
を
進
め

る
た
め
に
は
、
正
し
い
統
計
が

必
要
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

[ldイ
ド
川
口

小
松
島
・
勝
浦
支
部

少
年
野
球
新
人
戦

準
決
勝

ら
し
い
チ
ョ
ウ
や
魅
惑
の
羽
恨
を

し
た
美
し
い
チ
ョ
ウ
を
み
な
さ
ん

に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

収
集
家
・加
々
美
好
信
さ
ん
(
勝

浦
町
生
名
)
は
、
岡
山
大
学
農
学

部
大
学
院
を
卒
業
、
応
用
昆
虫
学

を
専
攻
し
、
県
農
業
試
験
場
に
勤

務
、
現
在
、
同
場
病
虫
科
主
任
研

究
員
。

昆
虫
と
の
出
会
い
は
、
大
学
に

入
っ
て
か
ら
と
の
こ
と
。
卒
論
で

も
取
り
上
げ
た
そ
う
で
、
チ
ョ
ウ

類
の
収
集
は
、
姐
の
美
し
さ
に
ひ

か
れ
た
の
が
動
機
で
、
集
め
は
じ

め
て
十
年
、
数
万
点
に
及
ぶ
チ
ョ

ウ
を
手
が
け
て
こ
ら
れ
た
。

国
内
か
ら
世
界
へ
と
手
を
広
げ
、


国
内
は
二
百
九
十
種
類
、
外
国
は


数
千
種
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま


だ
ま
だ
集
め
た
い
と
の
こ
と
。
ま


た
、
自
宅
で
も
幼
虫
の
エ
サ
に
な


る
草
や
木
を
植
え
、
卵
か
ら
ふ
化


さ
せ
た
り
の
凝
り
ょ
う
。


県
内
は
も
と
よ
り
、
日
本
で
も

-R
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

数
少
な
い
収
集
泳
の

一
人
、
加


々

美
さ
ん
の
貴
重
な
襟
本
の
一
部
を
、


町
民
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ


く
た
め
チ
ョ
ウ
展
を
行
い
ま
す
。


日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

女
一
月
十
二
日
出
、
+
=
一
日
間

文
化
祭
の
開
催

勝

浦

会

館

勝
浦
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

多
勢
の
か
た
が
ご
観
覧
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

官h

一
月
十
二
日
か
ら
一
月
十

日
ま
で
。

実
展
示
物

川
世
界
の
チ
ョ
ウ
展

山
生
花
、
書
道
、
手
芸
、
者
付
、

絵
画
、
写
真
、
そ
の
他
。

女

会

場

:

勝
浦
会
館

・
教
育
集

会
所

'.;団

恒
例
の
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式

一
月
十
五
日
(
祝
)

-R



日
時

式
場 午

前
九
時
三
十
分
間
会
(
団

員
の
か
た
は
、
午
前
七
時
三

十
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。)勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

-R



の
二
日
間
、

午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。 

会
場
・
:
勝
浦
町
勝
浦
会
館 

ド
(
雨
天
の
場
合
は
、
同
体

育
館
に
午
前
九
時
ま
で
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。)

消
防

議

、
」� 

〈 新
一対 人 小

回 回戦 戦松
戦 戦成 で島

績 !隣

決

勝

国千九梅田立 二 坂田 〉 浦勝
代江 |釘 | タ浦
ス 三 一少 ー ス O イ支
ポ北年ノマ ガ部

針ロ�  l ゆ� 
γ 球� | ス年
少 ズ優野
年 勝球

¥ 
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スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
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る
と
き
は
住
宅
取
得
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
は
入
居
し
た
年
か
ら

三
年
間
に
わ
た
っ
て
所
得
税
額
か

ら
一
定
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

0

0

0

雑
恨
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住

宅
取
得
控
除
な
ど
に
よ
る
還
付
申

告
は
、
一
般
の
確
定
申
告
が
始
ま

る
二
月
十
六
日
よ
り
前
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
お
近
く

の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務
署
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ


サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
年

末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
確
定
申

告
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
一戻

っ
て
き
ま
す
。

明
日
の
ふ
る
さ
と
を
担
う
青
年

を
対
象
に
「
と
き
め
き
の
出
会
い

を
求
め
て
」
と
名
付
け
交
'
飲
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

参
加
対
主
在
、
町
内
外
を
聞

い
ま
せ
ん
か
ら
こ
の
機
会
に
多
数

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
者
は
次
の
役
員
さ
ん

ま
で
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

と

き

二
月
三
日
(
日
曜
日
)

行
先
お
よ
び
内
容

鳴
門
観
糊
お
よ
び
ボ
ー
リ

ン
グ
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

ン
の
確
定
申
告

雑
損
控
除
|

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
、

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
、
そ

の
損
害
額
(
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
を
除
く
)
が
そ
の
年

の
所
得
金
額
の
一
�
 

を
超
え
た

場
合
、
超
え
た
部
分
の
金
額
が
雑

O

%

損
控
除
と
し
て
、
所
得
金
額
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。

な
お
、
損
害
額
に
は
豪
雪
地
帯

に
お
け
る
雪
お
ろ
し
の
費
用
な
ど

も
含
ま
れ
、
こ
の
場
合
は
、
原
則

と
し
て
五
万
円
を
超
え
る
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

医
�
 
-m費
控
除

病
気
や
け
が
な
ど
で

お
金
が
か
か
っ
た
場
合

病
気
や
け
が
な
ど
で
、
多
額
の

医
療
費
(
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
を
除
く
)
を
支
払
い
、

そ
の
額
が
五
万
円
ま
た
は
そ
の
年

の
所
得
金
額
の
五
%
の
い
ず
れ
か

少
な
い
ほ
う
の
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
部
分
の
金
額
が
医
療
費
控

除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
美
容
笠
形
や
健
康
診

断
の
費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の

ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
は
、
医
療
費
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
取
樽
控
除
|
|

I2 -3871 

」支� 

2 -3584瀬横 末広 和彦�  

2 3720-

高木 亮子�  

i普細谷 言� 

2 2720名生 -

2-2485l資 子高木�  

花
嫁
銀
行
主
催

If 

な
ど
、

二
疋
の
要
件
に
当
て
は
ま

占，、 山 | 今岡 由美�  2 -3463 

2 -2537重男岡本

女
性
二
O
歳
以
上

l県 岩

2 3040Jg. 谷 佳 ー岡 -

男
性
二
二
歳
以
上

If 登問 明 子� 2 -2958 

2 -2569久 国 山崎 安維�  

差2 -2212槻 野 英 智津子�  
者ヨにd東山 sIf 2 -2265 

2 -2137定作 彰一中 山

与川内 星越 孝美�  

H 2 -3790 

1反 本 2 -4057 

If 2 -3866稼勢美恵子�  」
..... .....

l

拘当区 TEL氏 名� 

j賓 誠司m江 ・石原� 

山首 ・1.1卜谷 真木 章� 

中 声j 河野 稔彦�  2 -2847 

前川 好弘�  

ら
住
宅
ロ
�
 ン
の
融
資
を
受
け
る

J¥ート1lI

に
参
加
し
よ
う


、d-....

t 

...、 --~-~.-----"~--. .，.、_ . "..... 

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
す

る
際
、
民
聞
の
金
融
機
関
な
ど
か

交

通

貸
切
パ
ス
(
二
台
)

集
合
場
所

後
日
通
知
し
ま
す
。

確定申告しなければいけない場合

"" -， ..-‘~、  

会

費� 

役 員

女
性
二
千
五
百
円

男
性
三
千
円
�
 

次のような ときは，サラリーマ ンでも確 


定申告しなけすLばなりません。


① 給与の年収が 1，500万円を超える とき

②給与所得や退職所得のほかに20万円を超�  ! 

える所得があるとき� 

③� 2か所以上から給与をもらっているとき

③ 同族会社の役員などで，その会社から給� j 
t 与のほかに貸付金の利子，広告南・工場な� l 

どの賃貸料，機械の使用料などの支払い�  ( 

t を受けているとき� 1 
⑤災害を受け，昭和59年の給与について災�  1 

害減免法により，源泉徴収の猶予や源泉� j 
徴収税額の還付を受けたとき� l 
000  0 

所得税の確定申告の期間は. 2月 16日か� { 

ら 3月 15日までです。正しい申告と納税を�  i 
i 期限内に済ませましょう 。� i

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
サラリーマンの確定申告
申告すると税が戻ってくる場合

MUS04
テキストボックス
ふれあいの旅
に参加しよう
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1月1 0)日(1� 

く短歌〉

¥ 

第� 175号

日
日
制
手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

日
日
肘
踊
り
教
室

ロ
日
出
1
日
日
刷
文
化
祭

五
十
回
公
会
堂
)

打
日
同
踊
り
教
室

日
目
白

習

字

教
室

初
日
回
生
花
教
室

幻
日

ω
着
付
教
室

白
日
同
踊
り
教
室

初
日
出
手
芸
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
茅
の
み
七
時
間

講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
再
子
学
級

一
月
八
日 
(火
)


一
月
二
十
二
日
(火
)


d

時
間

午
後
七
時
1
午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

墨
絵
単
級

一
月
七
日
(
月
)

8 5 
日日
(刈仕)

時
間

一
月
十
七
日
(
木
)

午
後
七
時
半
1
午
後
九

手
士
宮
教
室

着
付
教
室

・
勝
浦
同
和

-v



n大大�  i卓
'j':字 
4自� J反

光弘� 1<ι.'，
エ字�  
9;j' i皮

町 示 事;市

へ
大
字
三
渓
字
架
峨

大
下
久
国
字
原

「
大
字
三
渓
一
千
定
問

/

徳

品

市

「
大
字
三
崎
山
平
定
岡

戸
大
宇
久
国
才
松
の
本

r「大{主
ニ
却
炉
「
市
の
江

小

松

山

市

f fヘ
大
字
久
凶
一 
γ
馬
場 

上

勝 戸
籍
の
窓

(fjI(柿略〕

ご
結
婚
お
め
で
と
う

刊
月
刊
日
l
M
は
月
刊
日

町

中

西

騎

士口

大
本
千
代
美

橋

本

隆

博

吉

田

芳

恵

中

野

直

米

津

和

美

岳

野

勇

新
居
真
佐
子

中

村

顕

也

折

目

智

子

大
室
長 

坂

口

時

寛


向
井
敦
子


中

西

康

西
改
ひ
と
み

f

十
七
チ
ー
ム
の
参
加
を
得
、 

A 
-

二
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
者
、
横
瀬
町
・

与
川
内
両
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
十

一
月
二
十
二
日
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、

与
川
内
チ
ー
ム
の
二
年
連
続
の
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

優

勝

与

川
内
チ
ー
ム

準
優
勝
横
瀬
間
チ
!
ム

お
誕
生
お
め
で
と
う

立
石

許
)
長
女
裕

子 

大
牢
押
坪
井

博
長
女
千


'
千
仮
家

恵
子
¥


開
)
長
男
和

宏

る
す
向

松
田

常
男
 

字
松
ノ
本

景
子
¥
二
男
有


大一土
一夜
押
栗

字
御
巣

一

認
)
長
女
亜
衣
子

コk 7<: 	
B:1::f~;-~ 	

-v
a	 u: i痢� E足


岸


J 芝、� 
司 I苛，'"、

大
牢
士
事
苫
ノ
江
阿
部
ス
ヱ
子

ω(

仁
川
原
松
村
昭
(
川
崎
歳
)

大
下
三
淡
字
申
請

橋

本

章

品
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

第
十
回
芸
術
祭

作
品
募
集

昭
和
六
十
年
芸
術
祭
の
作
品
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

受
付
締
切

一
月
七
日

作
品
の
持
ち
込
み

一
月
九
日
(
生
花

・
盆
栽
は
十

一
日
)

作
品
種
別

写
真
・書
道
・墨
絵
・

絵
画

・
手
芸

・
魚
拓

・
生
花
・
盆

栽

・
そ
の
他
の
芸
術
作
口
問
(
サ
イ

ズ
、
題
は
自
由
)
。

作
品
の
展
示
は
、
一
月
十
二
日
か

ら
十
三
日
ま
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
全

館
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
準
備
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

夫
婦
仲
陸
じ
け
れ
ば
能
く
育
つ
ブ

ロ
イ
ラ
ー
鶏
舎
に
嫁
の
位
き

坂

本

た

に

ふ

じ

え

枯
れ
残
る
蜜
柑
不
作
の
黒
茶
け
る

給
与
支
払
報
告
書

提
出
は 
4
1

月
引
日
ま
で
に

常
時
二
人
以
上
の
従
業
員
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
前
年
中

に
支
払
っ
た
代
金
や
給
与
な
ど
の

『
給
与
支
払
報
告
書
』
を
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
役
場
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
対

し
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
を
怠
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

『雇
用
主
』
の
か
た
は
、
必
ず

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
税
務
保
険

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
業
芝
史
家
族
に
告
げ
る

横

瀬

比

留

間

一

元
朝
の
受
話
器
に
は
ず
む
孫
た
ち

の
声
を
夫
と
わ
か
ち
合
い
聞
く

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

脱
ぐ
農
衣
転
が
り
落
ち
し
青
み
か

ん
摘
果
作
業
の
一
と
日
が
終
る

中

山

菜

城

絹

秋
晴
れ
の
鍬
に
触
る
土
ぼ
ろ
ぼ
ろ

と
白
き
馬
齢
薯
篭
に
満
ち
た
り

中

山

溝

内

喜
美
代

ハ
ウ
ス
よ
り
帰
る
夕
べ
の
道
は
る

か
祭
の
花
火
尚
も
あ
が
れ
り

立

川

堀

権

子 

勝
浦
会
館
一
月
行
事

問
題
研
究
会
定
例
会

場
所

時
半

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
軟
学
級

一
月
十
二
日
(
土
)

時
間

午
後

一
時 

1

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

地
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
月
十
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
地

区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

近
洲
夫
」

仁
〉 
K

1

d

p"a' 歳
)

(
乃

歳

)

、色村卸小

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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昭和60年� 1月1日

l

ダ
コ
あ
げ
の

ン
�
 
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
子
さ
ま
の
安

カ込 イ〉 つ ら 第175号d
H
U
 

当
日
受
け
る
ま
で
は
、
何
も

口
に
し
な
い
で
お
こ
し
く
だ

去
、
い
。

(
 

T

m
s
L

，
�
 

留
婦
仰
の
近
〈
で
タ
コ
ゑ
げ
以
内
�
 

ょ・� 

に
も
�
 

横

持費

稼
勢

.'¥ 

広
夫
�
 }
 

7
ノ
. v r F

Q三L
善

が
と
う


」
ざ
い
ま
し
た


u
E
E
-
-盟
除

竹
月
刊
日
�
 
1
ロ
月
刊
日

出
誌
は
包
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

町
体
制
聞
広
夫
(
都
景
〉
ぎ
で

町
内
在
住
め
か
疋
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
短
叡
と
交
代

に
の
ぜ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

さい。
の
鐘
テ
レ
ビ
に
聴
け
る
夢
う
つ
つ
�
 { }

平
和
と
は
斯
く
あ
り
が
た
し
除
夜
�
 ~

沼

江

大

岡

桜

子

く
か
き
し
て
数
羽
と
び
朔
つ
�
 

{

棚

野

英

見

冬
晴
れ
の
碧
と
ぬ
り
た
る
青
ペ
ン

『

キ
瓦
棒
の
屋
根
映
え
て
う
つ
れ
り
�
 ~

棚

野

太

田

正

平

レ
ン
ズ
持
ち
辞
書
を
片
手
に
清
書
�
 }

す
る
鳴
き
細
り
た
る
虫
の
声
き
き
っ
�
 {

中

角

平

間

豊

子

戸

透
き
と
お
る
み
と
り
ひ
弱
き
蛸
榔

の
我
に
構
、
え
し
貌
の
鋭
ど
き
�
 

} r F V

1~弓定例l山配ごと相談 

日時 l月� 4日

午前10時一午後� 3時

人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますのでl
お気軽にお問い合わせください/

雨
戸
操
る
朝
焼
の
空
白
鷺
の
い
ず
�
 ~

掛

谷

斉

藤

重

子

�

 
~

お
せ
ち
料
理
豊
か
に
並
ぶ
ス
ー
パ

ー
を
出
で
て
渇
け
る
心
抱
き
ゆ
く

阿
部
春
夫
さ
ん
(
与
川
内
)

前
田
千
恵
子
さ
ん
(
横
瀬
)

竹
田
貞
美
さ
ん
(
立
川
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

料

金

五

円

O
O

有
な
も
の
は
な
く
、
か
な
り
進
行

し
て
も
無
症
状
の
予
」
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
を
あ
て
に
せ

ず
年
一
回
は
必
ず
定
期
検
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

胃
ガ
ン
の
症
状
と
し
て
は
、
特

※
検
査
前
日
午
後
九
時
以
降
と

犬の被害が増えています

一飼い犬は必ずつないでくださいー 、、、

不用犬買い上げ日

|月 9 日 ~N

|月 23日か1<)

成犬� 300円 法
小犬� 100円

(満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
�
 
J

と 胃レントゲン検診日程
栄乳� 

月日� I侍 問 士晶 何?

x;， ι十9日時IJ一101時30分 生比奈良�  1私横

(利
11 勝浦町 ~t易機 

~ 午9前時-10時30分 幾村婦人の家前

住凶� 
11 役 士必 裏

健康体操教室

|月 4日(針

|月 11日(針
一
月
三
十
日
(
水
)

二

き 1日
ノレ

i

養健
康

粗
末
な
る
実
も
味
出
番
な
り

坂

本

日

浦

翠

峰

満
員
の
パ
ス
の
隣
の
背
の
シ
ョ
ル

ダ
ー
バ
ッ
グ
の
角
吾
を
さ
い
な
む

坂

本

自

国

国

久

恵

白
線
を
伸
す
が
如
く
行
き
交
い
し

音
な
き
飛
機
に
空
の
黄
昏

坂

本

谷

富

士

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
五
十
路
の
我
に

い
さ
さ
か
の
関
り
な
し
と
絵
筆
走

ら
す

坂

本

新

居

普

好
き
嫌
い
言
い
て
娘
の
縁
談
の
ま

と
ま
ら
ぬ
ま
ま
秋
は
過
ぎ
ゆ
き

坂

本

新

居

百

合

子

我
が
宝
少
し
傷
み
し
地
図
広
げ
八

十
八
ケ
所
に
想
い
巡
ら
す

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

朝
焼
に
畑
回
、
っ
す
め
て
朝
市
、
え
の

積
荷
忙
し
き
灯
影
が
動
く

横

瀬

桂

木

武

男

朝
焼
に
体
を
染
め
て
稲
刈
れ
る
兼

業
農
家
の
今
日
が
始
ま
る

横

瀬

谷

翠

山

燃
え
つ
づ
き
朝
焼
雲
の
広
が
り
て

全
の
た
め
、
電
線
の
近
く
で
タ
コ
あ
げ
を
し
な
い
よ
う
ご
指
導
く

だ
さ
い
。

も
し
、
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
自
分
た
ち
で
取

ろ
う
と
す
る
と
感
電
や
墜
落
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。
す
ぐ
に
お
泣
く
の
四
国
電
力
へ
ご
辿
絡
く
だ
さ
い
。

午
後
一
時
三
十
分

時
三
十
分

炉
』
-
}
広
リ

勝
浦
病
院

該
当
児

昭
和
五
十
九
年
九
月
一

相 診 午後� 8時-9時
査 住民福祉センター� 3階

談と 講師 団村王子先生

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
電線の近くでタコあげはやめましょう

MUS04
テキストボックス
善意ありがとうございました
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胸部レントゲン検診日程 。
※ 

な
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
よ
う
、
健
康
相
談
を
利
用

し
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
て
く
だ
さ

相
談
内
容

血
圧
測
定
、
検
尿
、

そ
の
他
相
談
。 

料

金

無

料

O O※
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

日
1
十
一
月
三
十
日
ま

で
に
生
れ
た
子
。

乳
児
健
診
終
了
後
栄
養
相
談

を
行
な
い
ま
す
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検

診

こ
の
検
診
は
、
結
核
の
み
で
な

く
肺
ガ
ン

・
心
臓
病
な
ど
の
診
断

め
た
す
け
と
も
な
り
ま
す
。
自
分

の
健
康
に
心
が
け
、
年
一
回
は
必

ず
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

。
普
段
着
の
ま
ま
受
け
ら
れ
ま

す
。
ボ
タ
ン

・
金
具
の
な
い

下
着
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

査

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児 

一
月
二
十

一
日
(月
)

午
後
一喧

一平
分
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
八
年

一
月
一

※ 料 O 

日 

十
二
月
三
十
一
日

i
ま
で
に
生
れ
た
子
と
四

歳
未
満
で
ま
だ
受
け
て

い
な
い
幼
児
。

一
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
一

時
三
十
分
1
三
時
ま
で
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
判
定
と
陰

性
者
に
は

B
C
G接
種
を
行

い
ま
す
。

金

無

料

母
子
手
帳
と
印
鋭
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

と

き

炉
」
ニ 

λ
ソ

該
当
時 

一
月
九
日 
(水
)

午
後

一
時
三
十
分
1
三

←守勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
1
六
月
三
十
日
ま
で

に
生
れ
た
子
。

※ 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

巡
回
健
康
相
談

脳
卒
中
や
心
臓
病
は
急
に
病
気

が
で
て
く
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、

長
い
間
徐
々
に
進
ん
で
き
た
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
が
最
大
の
原
因
と

月日 場 所 時 間

10:00-10:30坂本林}~.三棟宅前 

10:40-11:10坂本部便局術�  

。。11:20-12・f反 司王 サ4 ;f(; ;{， 

明) 13:00-13 :30与川内 池田珂!安� 1市民有� 

13:40-14:10与川内事 業 所� 

14 :30~ 15 :0。島f{主 

定相i ，[t 話 局�  iiij 9 :30-10:00 

朔針。朴1Jii:、石油J;!ifIIj 10: 10-10:40 


~ 1 'P 山 前l刊J也(-隊宅街
 10: 50-11 :20 

附 勝 浦�  lflT r，品協 俄 �  11 :30-1?:10 

持 頼 �  I生水崎�  111f袋� 13: 10-13:50 

ザ川|付木下今憾宅fI� 14:00-14:30 

今山竹山 Jjt以上島 liii 9 :30-10ω00 

横，1;riH1作 脇.?A 宇雪 10 :10-10 :40 

l己� ?千� ~f. ~1 忠傑宅tiIi� 10:50-11:207}イ 

11 :30-12 :00有l 谷 坂口貞脱線宅自~ 

~F. 7，¥、ちょうの木前� 13:00-13:40 

13:50-14 :30 

干 原セン ター�  9 :30-10:00 

沼� i1 高IR 川官制� i

i立 場� 

j I 10: 20-10: 50 

jt

戸片� 

11:00-11 :30~r" il 金本i明男隙宅tift~ 

11: 40-12: 10o lt E 協是手持� 

1品村婦人の家�  13:10-13:50 

' 戸1 生比奈灯油日1両1j 14:00-14:30'1..

!'I白谷� 

(村

婦
人
ガ
ン
検
診

女
性
特
有
の
が
ん
は
子
宮
が
ん

と
乳
か
ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

が
ん
の
う
ち
で
も
最
も
早
期
発
見

し
や
す
く
、
完
全
に
治
り
や
す
い

も
の
で
す
。
三
十
歳
代
に
は
い
っ

た
ら
、
年
一

回
は
必
ず
定
期
検
診

を
受
け
て
く
だ
き
い
。

十
二
時
三
十
分
1
十
四

子
宮
ガ
ン
検
診
(
四 

円
) 

乳
腺

・
甲
状
腺
ガ
ン
検
診

円
)

巡回健康相談日程表

O O

O

O
OO

月日� u寺 間� 1会 所

%附
午前101時30分

-111侍30分

坂本郵便局機�  

消防事務所 2階

Xo(対
午後� 11時30分

- 3時
今 山 公 会 堂 �  

?{.闘
午後� l時30分

-3時
星谷集会所�  

日

時 

二
月
二
日
(
土
)

O
時
三
十
分

場

所

住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
及
び
料
金

満
七
十
歳
以
上
の
方
は
検
診

料
無
料
で
す
。 

※ 

夜間救急当番表

T月2日 。山 西 医 院� 

〔電話番号〕

勝浦病院�  
2-2555 

山西医院�  
2-3027 

湯浅医院�  
2-2003 

赤岩医院�  
2-2006 

上勝診療所�  
6-0302 

上勝第2診療所� 
5-0152 

4日勝浦病院

⑤日 上勝第2診療所

8日 湯浅医 院 �  

10日 勝浦病院

12巴 赤岩医 院 �  

14日 勝浦病 院

16日 勝浦病院�  

18日 山西医 院 �  

@臼 勝浦病院

22日 上勝第28~療所 

24日 湯浅医院

26日 勝浦病院 �  

28日 赤岩医院�  

30日� |勝浦病院

、、両，

(
二
五 

平日 午後6時 ~ 翌朝午前9時
休日 午後フ時~ 翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




